
 決議案第１号 

 

 

朝鮮民主主義人民共和国による弾道ミサイル発射及び核実験に抗議す

る決議 

 

 このことについて、稚内市議会会議規則第 14 条の規定により、別紙のとお

り決議案を提出する。 

 

  平成２９年９月２０日 提出 
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   朝鮮民主主義人民共和国による弾道ミサイル発射及び核実験に抗議す

る決議 

 

 ９月１５日早朝、朝鮮民主主義人民共和国（以下、「北朝鮮」という。）が発

射した弾道ミサイルは、北海道上空を通過したのち、襟裳岬の東方約 2,200 キ

ロメートルの太平洋上に落下したものと推定されています。 

 昨年以降、北朝鮮は事前の通告もなく弾道ミサイルの発射を繰り返し、我が

国の排他的経済水域内に到達するという状況が続いています。 

特に８月２９日と今回の２度にわたり発射されたミサイルは、北海道の上空

を通過するという極めて憂慮すべき事態であります。さらに９月３日には、６

回目の核実験が強行されました。 

 北朝鮮のこうした一連の行為は、９月１２日に国連安全保障理事会で採択さ

れた安保理決議第2375号を始めとする累次の安保理決議や、「国際法を遵守し、

互いの安全を脅かす行動をとらない」ことを確認した日朝平壌宣言に明らかに

反するものであり、断じて容認することはできません。 

 北朝鮮が繰り返すミサイル発射や核実験は、国際世論を顧みることのない重

大な挑発行為であり、断じて許されるものではなく、強く非難し、厳重に抗議

するとともに、『子育て平和都市宣言』を掲げている本市の議会として、北朝

鮮に対し国際社会の平和と安定はもとより、市民の安全・安心を脅かす行為を

行わないよう強く求めます。 

 

 以上、決議する。 

 

 

  平成２９年９月２０日 

 

 

稚 内 市 議 会 


